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　アカデミーコモン新博物館建設の最終年となった2003年度であったが、同時に、商品
博物館としての最後の年度ともなった。
　商品博物館の濫膓は、林久吉（初代商品陳列館長）・吉岡幸作両教授が3号館へ商品研
究所付設資料室を設置した1951年に遡る。当初は、商品の原材料から販売にいたるプロ
セスを、実物資料と写真により系統立てて展示することが目標とされ、木材標本、繊維、
金属、合成樹脂、陶磁器などが全国各地から集められたが、その中でも、貿易関係の種
目が重点とされ、米穀、コーヒー豆、鉄鋼石など世界各地で産出されたものが収蔵され
るなど、今日とはかなり違ったイメージのスタートであった。2号館に展示室が公開さ
れたのは1957年のことで、その頃から地方物産品の収集が目立つようになり、今日ある
伝統工芸関係資料の内、かなりの部分がこの10年あまりの間の収集物である。1966年に
刑事・考古両館とともに小川町校舎に移転した後、70年安保闘争をはさんだ大学紛争期
には活動が停滞し、閉館も検討されたが、刀根武晴商学部教授（3代館長）を運営委員
長として再興が決まり、この時から、機械工業製品は映像・文献でカバーし、実物資料
は伝統的手工業製品（伝統的工芸品）を扱う方針となった。その後、11号館への移転を
はさんで、1985年に大学会館の現在の展示室がオープンしている。新しい建物に展示室
もきれいに整備され、一般来館者の増加が顕著になるとともに、展示の内容はほぼ伝統
工芸一色となった。1994年には第1回の企画展「地域と伝統工芸」展が開催され、対外
的にも伝統工芸関係の資料を扱う博物館としての形を整えてゆき、2002年4月に商品博
物館と改称した。
　新博物館への移行にあたって、約半世紀におよぶ商品博物館の歴史をあらためて振り
返ると、商学部における商業教育の変化と、大学における生涯教育事業の拡充、また、
我が国における博物館自体の水準の向上との間で、さまざまな課題が発生してきている。
“モノ”を扱う研究は理科系の分野へ移り、形成されてきたコレクションは文化財や美
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術品ではないという特殊な性格ゆえ、いわゆる博物館・美術館の展示品として一般には
理解されにくいものとなった。また、伝統的工芸品利用促進の理念である、資源の循環
的利用という視点は、はなはだ時宜を得たものであるが、経済産業省における推進事業
同様、まだまだ一般社会に受け入れられるにはかなりの労力を要する段階にあるようで
ある。ただし、生涯教育事業の推進にあたって、これは大きな指針たり得るものであろ
う。
　新博物館の常設展示に「商品部門」として展示が引き継がれたが、それは70年代の半
ばに伝統工芸がテーマとされて以来目指されてきたものの最小限の完成形となった。一
方、コレクションは伝統工芸と初期の収集資料を主とするそれ以外の資料という具合に、
明確に分離した。収集時点で最新の商品およびその原材料標本であったものは、明確に
その意味を失っており、現在の展示の趣旨とも大きな隔たりが出ているのも確かである。
また、年来の方針に沿って収集された資料群とは言え、伝統的な手工業製品に対する学
問的なアプローチは未だ未成熟なものであり、実際、学界においても、伝統美術の分野
に入るのか、工業デザインなのか、それとも産業論として扱われるのか、もしくは全く
新たな学際研究の対象となるのか、それぞれの立場に分散しているのが現状である。こ
の辺りは、刑事・考古の両部門に較べて、甚だ特殊な状況にあると言える。
　新博物館に移行した現在、旧商品博物館の資料は、再びその存在意義の模索の時期に
入ってしまったとも言える。もとより博物館資料というものは長いスパンの中で評価さ
れるべきものである。商品部門のコレクション活用は、今後の一つの課題として残され
ることになった。
（1）教育・普及
ア　展示
　・企画展
　　本年度はアカデミーコモン新博物館建設準備のため企画展は開催しなかった。
　・常設展示の更新
　　展示室正面ケースおよび畳ステージ部分をもちいて小テーマを設けた企画を実施
　　した。
　　　6月28日～9月15日
　　　テーマ；夏の展示
　　　内　容；「海」にちなみ海生生物をモチ・一一・フとした工芸品を展示
　　　9月16日～10月31日
　　　テーマ；秋の展示
　　　内　容；「食欲の秋」にちなみ椀、茶碗、箸、櫃など食器類を展示
イ　文献閲覧サービス
　・展示資料に関する情報提供の一環として参考文献・映像資料を閲覧に供した。
　・図書類の閲覧は、図書室と閲覧揚所（刑事博物館閲覧室ないしは博物館教室）が
　　離れており、はなはだ利用しづらい形であったが、新図書室の開設にともない、
　　スムーズな閲覧体制が整った。
ウ　博物館実習
　・合計12名の館務実習生を受け入れた。
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　　受入の内訳（学芸員養成課程12名・他大学なし）
工　学習グループの支援
　・明治大学商品博物館工芸の会の活動に対し指導・助言、見学会のコーディネイト
　　などの学習支援をおこなった。
　・2003年の同会は、1月～6月は「金工品」、7月～12月は「和紙」をテーマとする
　　月例学習会、産地見学会を実施している。
（2）収集・保存
ア　展示資料の収集
　　別表一覧の通り伝統的手工業製品（伝統的工芸品）等を展示資料として収集した。
イ　資料整理
　・資料目録の作成
　　引き続き資料目録のコンピュータ入力作業をおこなった。現状では、資料台帳カー
　　ドの存在する資料（大学会館内収蔵資料）については所蔵事項、それ以外の資料
　　　（14号館収蔵室仮置資料）については資料名の登載という、2殻階の変則的な目
　　録となっている。
　・資料台帳カードの作成
　　新規受入資料分の資料台帳カードを作成した。現在、大学会館に収蔵されていた
　　資料についてはほぼ全点のカード更新が完了している。
　　※1995年以来、旧カード台帳から新カード台帳への更新作業を継続している。
ウ　図書の収集
　・寄贈図書
　　展覧会図録・博物館年報を中心に118冊の図書・雑誌等の寄贈を受けた。
　・購入図書
　　参考文献として、また、閲覧に供するため、伝統工芸および生活文化関係の図書・
　　雑誌合計74冊を購入した。
エ　その他
　　リーフレット、ポスター、新博物館の図録などの製作に使用するため、収蔵資料
　　のカラー写真撮影（デジタル）を合計29カットおこなった。また、フィルム・プ
　　リントから137カット分のデジタル・データ変換をおこなった。
（3）調査・研究
ア　実態調査の実施
　　以下の通り、伝統的工芸品産業の実態に関する調査を実施した。
　4月2・3日
　4月8・9日
　7H　　2日
　7月　　15日
　10．月15・16日
調査内容；
愛知県名古屋市　　有松・鳴海絞（染色品／絞り染）1
長野県木曽福島町　木曽漆器（漆器／曲げ物）
新潟県小千谷市　　小千谷縮（麻織物）H
愛知県名古屋市　　有松・鳴海絞（染色品／絞り染）H
石川県輪島市他　　輪島塗（漆器）皿、九谷焼（磁器）
・アカデミーコモン新博物館展示製作のための展示標本作成交渉
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・展示用写真撮影
・展示製作に必要な情報収集
別表　2003年度収集資料一覧
①受贈
　合計5品目6件の資料の寄贈を受けた。
　　小川和紙・小箱
　　はがき判印刷機「ハイプリンター一　6」
　　小千谷縮麻糸
　　越前和紙・奉書紙
　　　〃　　檀紙
　　本場大島紬・ネクタイ
②購入
　合計9品目37件の資料を購入した。
　　輪島塗・本堅地漆器椀製造工程見本
　　　〃　・金蒔絵見本煮物椀「慰斗蒔絵」
　　木曽漆器・木曽ひのき小判弁当箱
? ?????????? ???????
堀江忠法氏（元本学職員）
伊能秀明氏（博物館事務長）
小千谷織物同業協同組合
松原基子氏（工芸の会）
　〃
高橋あけみ氏（博物館事務室）
（合計金額￥858，150税・送料除）
・中間工程（曲げ）見本
・木曽ひのきメンパ
・汁椀　けやき　木地呂（内黒）
・汁椀　とち　　溜（内朱）
・汁椀　ひのき　朱
・飯椀　けやき　摺り
・子どもすくすくセット
・割柾目片口（大）
・木曽ひのきマグカップ
有松・鳴海絞り・製造工程見本（テーブル・センター一一一）
小千谷縮・緋織着尺地
　〃　　・縞織着尺地
　〃　　・無地着尺地
小千谷紬・緋織着尺地
　〃　　・縞織着尺地
　〃　　・無地着尺地
桐生織・お召織製織用強撚糸（揚枠に巻いたもの・右撚り左撚り）
　　　　　　〃
唐津焼・陶土（5種）
　〃　・紬薬原料（2種）
（漆標本）
　生正味漆（国産）
　瀬〆漆（中国）
　木地呂漆
　　　　　　　　　　　　　　　　×3色
（ボビンに巻いたもの・右撚り左撚り）×3色
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朱合漆
黒塗立漆
（漆芸用品）
粉筒　細
粉筒　太
純金平極粉
駿河炭　極上
三和砥石
商品博物館入ロ
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